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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・六角堂祭への参加利用者様3名を3/28までに決め、小嶋SGMへ報告すること。
・GWの行事（4/30、5/3、5/4）について、3/27のカンファレンス内で報告するため、カンファレンス出席者は報告できるようにしておくこと。

・春の会の案内が掲示されているので、勤務以外の不参加届はSGM、AOMの確認後4/6（金）までに精神領域は庶務吉田勝子さんに提出すること。勤務の不参加届は勤務表が発表になり次第提出すること。

・倉橋生子様：3/27（火）退院予定となっており、4/2（月）よりデイナイトケア利用予定となっている。座る位置なども十分検討し決定すること。
・昇格試験があるので、対象者は試験を受けること。

・鍵の保管について

⇒4/1から服部さんの勤務時間が変更になるため、青陽館の鍵は青陽館で管理することになる。実際には4/2（月）に鍵を病院から持ってきた後は鍵を病院へ戻さず、青陽館で保管することになる。夜間の鍵の保管場所を1階食事台車置き場の中とし、日勤者が出勤時鍵を持って行き、遅番者が退勤時鍵を戻していく。

［研修］
・3/28（水）　外部研修　認知症セミナー　　場所：八戸パークホテル

［提出物］

・疾患別診療計画書：医師の評価が必要な利用者様分は3/28までに作成し、医師の評価をもらってから、利用者様に説明し、サインをもらう。医師の評価が必要ない利用者様分は、利用者様からサインをもらい、どちらも4/7までにアップロードすること。

・3月月報：4/4（水）17：00まで。

・3月経過録：4/9（月）朝までにアップロードし、小嶋SGMに報告すること。

＜青明舎利用者様情報＞

・鈴木　知子様～3/22（木）電話があり、水曜日に青明舎で入浴したい、木曜日のデイケアでは入浴しないと話している。理由としては、風呂道具を持ってデイケアまでの坂道を歩くのが大変とのこと。3/24（土）電話があり、風呂に入りに行くとのこと。3/25（日）夜電話があり、6月にバス券更新があるが、使わないので更新しなくても良いかと相談あり。姉様と相談するように伝えている。

・福井　彩　様～3/20（火）メールにて、3/21（水）退院になるとの連絡あり。近々出産のため入院となる予定とのこと。

・高柳　和子様～3/20（火）電話があり、定期預金からお金を引き落とせるかと尋ねている。金融機関によって対応が違うので、金融機関に問い合わせてみるよう伝えている。3/21（水）定期訪問実施。以前本人より訪問頻度を2週間に1回にしたいとの希望があったが、再度訪問頻度について確認したところ、毎週にしたいとの希望があり、次週より毎週水曜日の訪問となる。甥様の結婚式があり、服を買いに行ったりしている。デイケアには3月は5回言っていて、入浴は日曜日は本八戸駅近くの銭湯に行っていると話している。
⇒外来受診の際に、1週間デイケアを休むよう主治医が話していたのを、本人は1ヶ月と思っており、過去に電気を消した暗い部屋に居たり、ハイターを飲むことがあったので、欠席の連絡がない場合には連絡を取り、来所を促し、欠席が続かないようにしていく。

・森田　清助様～デイケアより情報提供、デイケアには2月、3月は来所していない状態が続いている。引き続き、利用の促しを行っていく。次回の訪問予定は？
　　　　　　　　⇒青明舎の次回の訪問予定は4月となっている。

・前野　義勝様～3/24（土）定期訪問実施。体調は変わりない、腰痛も悪くなってはいないとのこと。整形外科は週に2～3回通っていいる。うみねこ幸房の廃業に伴い、幸房からはデイケアの利用を勧められており、デイケアは月・水・木、ナイトケアは水の利用を考えており、4月から整形外科で血流を良くする注射をするので、デイケアを14時で早退したいと話している。
　　　　　　　　⇒暫くナイトケア利用できておらず、欠席の連絡も来ないため、毎回利用確認の電話をしている状態。デイケアを利用するとは話しているが、欠席が多くなることも考えられるため、利用を促していく。

・東海林康之様～3/21（水）デイケアに行く前に来所し、妻様と待ち合わせている。バス停の掃除は終えてきたと話している。兄様にタバコを止めるように言われたけど、自分では喫煙のマナーを守っているので、やめるつもりはないとのこと。その後、妻様が弁当を持って来所したため、一緒にデイケアに出かけていく。

　　　　　　　　⇒デイケアでは3/21（水）の弥生祭りに参加している。いつもより気分高めな様子で、茶話会では他者の発表を聞いてはコメントを話すなど、多弁さが見られており、他者の発言を聞くように声掛けしている。

＜グループホーム利用者様情報＞
・淡路智恵子様～3/20（火）日中の眠気を訴えており、医師に相談するように話すが、服薬調整は希望しないので、嫌だと話している。
・船場　幸子様～やや精神状態が高い感じがあり、暖房費の集金の際、はしゃいでいる様子で繁名和恵様に話しかけていることがある。

・冨田　紀子様～今まで保護者をしていた長姉様が4月から施設に入所することになり、保護者は次姉様になると次姉様より連絡ある。本人はグループホームから次の施設を探しており、興味がある様子で、見学に行きたいと話している。

・繁名　和恵様～3/23（金）に腱鞘炎が悪化したとのことで欠席している。整形外科受診に世話人同行しており、腱鞘炎ではないと説明されている。3/27（火）泌尿器か受診予定。

・下妻　康貴様～3/23（金）面談実施。新しいグループホームには引っ越さず、そのまま「あおば」に住みたいと話している。仕事帰りに、時々大久保恒夫様の部屋に寄っているが、お金を貸して欲しいと言われ、断りきれず貸してしまった。万単位だが、返してもらっているとのこと。1月には鈴木茂子様からも電話があったと話しており、アパートに住みたいとの希望もあるが、グループホームで守られている部分もあるので、当分はグループホームに住みたいとのこと。

・中村与一郎様～うみねこ幸房廃業後は、デイケアに通って少し休んでから、次のステップへ進んで行きたいとの希望を話している。

・関　　秀治様～特定相談員が移山寮の三浦さん退職に伴い青明舎に変更となることや、グループホームの引越しを控えており、心配事があるとのこと。仕事で管理人が不在となることや、戸締りのことを聞くと無言の圧力を感じる、自分がきちんと出来ていないんじゃないかと感じると話している。また、3/23（金）に仕事で前かがみになって重いものを持って腰が痛くなったと話している。

・番沢　政勝様～4/2（月）歯科受診予定。
・若松　邦生様～ナイトケアが毎日のようだとつらいと話している。3/21（水）から2～3日気分が落ち込んで休んだり遅刻したりしている。給料をもらい、3万円の電子手帳を購入している。
・村上　元道様～3/19（つき）の受診の際、イライラ感を訴え、就寝前薬が変更となっている。夜間2時、3時に起きたり、8時、9時まで寝ているとのこと。3/23（金）の給料日にスロットに行き、2万円すって来たが、次の日取り戻してきたと気分高揚している様子が見られている。3/25（日）早朝に大音量で音楽を聞いていて、番沢さんが迷惑だったごったとヘラヘラしながら話しているため、他入居者の迷惑になることは慎むよう話している。就労先より他者のことを直接的に悪口を言って注意されていることがあり、余り良く思われていない感じであった。移山寮の三浦さんが訪問すると、仕事に集中できておらず、飽きている感じだった。

　　　　　　　　⇒ナイトケアではイライラを訴えたりしている。このままの状態が続くとクビになったりしないのか心配である。来所時には話を聞いていく。

・田名部浩平様～うみねこ幸房廃業に伴い、4月からは木･金曜日もデイケア利用となる。⇒今後、B型の事業所利用も検討していければと思うが、特定相談員はベルエポックの平舘さんとなっており、動くのに時間がかかるので、こちらからも進行状況を確認していく。

・坂本　秀男様～3/30（金）書類手続きに南部町役場に行くため欠席となる。

・藤村　翔　様～グループホームの火災報知器設置の際、デイケアを休みたい様子が見られている。週末は部屋で2時間運動しているとのこと。青明舎にも金曜日に行き金銭チェックを行っている。幻聴に影響されることはないが、体重が増えているのが心配で体重を測るのが怖いと話している。
・大下　伸治様～デイケアより情報提供。3/23（金）来所後、体調不良が続いているので、就労は暫く休んで良いが、糖尿病の方が悪くなっていることを伝えるも、理解できていない様子。体調不良については気持ちの問題もあると思われるので、訴えがあった際には話を傾聴し対応していく。
　　　　　　　　⇒グループホーム世話人が、買い物同行を提案するも拒否しており、食生活についての助言をするが、不調は低血糖のせいだと話し受け入れようとしない。今後は特定相談員の沢口さんも含めて話し合いを行っていく。

・田中　一　様～うみねこ幸房廃業について、3/22（木）江刺家さんと面談を行っている。

4月からはデイナイトケアを利用しながら、次の施設を探して行きたいと話している。週2～3日、午後から利用可能なところがあれば行きたいとのこと。

　　　　　　　　⇒外来で、主治医より、就労先としてあかしあ寮の話をされたと話している。

＜利用者情報＞

デイケア
・佐々木理佳様～スタッフに「話をしたいので聞いて欲しい」と話しかけている。内容は薬の治療が自分には必要なく、就労継続支援事業所ではなく一般就労をして、欲しいものを自分で買ったり自立したいとのこと。服薬に関してはただ自身が抑えられているように感じており、服薬しない時の方が素の自分であると話している。仕事に関しては以前は気分の落ち込みや被害妄想があり続けることが出来なかったが、今は前の状態とは違うので薬を飲まなくても振り回されずに続ける自信があると話している。仕事などやりたいことがあるのに思い通りにならない事に対し苛立ちを感じているとのことで、本人の感情に共感した上で、服薬や仕事に関しては主治医の指示に従うよう伝えている。「病気で辛いとは思わなくなってる。病気については良くなってるし自分にしかわからないのに薬が増えていったり誰も理解してもらえないから辛いんです」と答えているが、その後エアロビに参加し終了後は「体を動かしてたら大分すっきりしました。」と話している。

デイナイトケア

・倉石ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、3/23(金）の帰荘後、痛みの訴えが聞かれており、なかなか立ち上げることが出来ず歩行困難な様子が見られるため、ポータブルトイレを用意していたとのこと。20：30体温37.0℃、3/24(土）は35℃～36℃台で経過し、その後は発熱なく過ごしていたとのこと。腰痛が継続しているため、カロナール錠を2回服用したとのこと。また、部屋に戻るとホールまで降りてくることを嫌がっていたが、食事、足洗い、嗜好品（喫煙）は自ら行えていたとのこと。本日は、奥寺整形外科を受診し、骨粗鬆症による圧迫骨折と診断を受けており、左右の臀部に痛み止めの注射をして、湿布で処置している。処方薬は、エディロールカプセル（0.75）30日分。次回来所時には体調を確認していく。

・岩城　敏夫様～青風荘より情報提供あり、右鼻腔内が赤くなっており、軟膏処置を行っているとのこと。鼻を強くかみ過ぎないように助言している。
・小笠原富治様～青風荘より情報提供があり、昨日20：30検温時、眠気が強い様子が見られていたとのこと。本日のデイナイトケアでは、プログラム中の居眠り見られており、都度声掛けしている。夜間の睡眠については、「寝れてる」と本人が話している。青風荘より情報提供があり、主治医から眠気が強く転倒リスクがあるため、座学プログラム時は、転倒防止のため机を用意し、座位から立位時に備えるよう話があったとのこと。

・大下　良悦様～運動療法プログラムが始まっているが、生活指導室の椅子に座った状態で、表情は強張り、何度も腕時計を見ている。スタッフより運動へ参加の声掛けを行うが、同状態で全く反応することはない。次の筋トレのタイミングで声を掛けると、参加はするも、腕時計を何度も見ている。昼食後に体調について尋ねると「大丈夫じゃないです」と話しており、気になることがあるのか尋ねると「時計が･･･」と話しており、詳細については時間が気になるとのこと。「何もあるわけじゃないんですけど、気になって」と話している。午後のプログラムでも、何度も時計を見ているため、理由を尋ねると、「朝から電波時計に電波マークが表示されなくて気になってる」「10時くらいに表示されましたが、完璧主義で明日の2時まで表示が継続しないと気になるので2時に確認しないと安心しません」と話している。体調のためにも無理せずに睡眠をとるよう促している。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も様子を観察していく。

・吉田キクエ様～運動療法プログラムの時間になるが、テーブルに伏して座っているため声掛けを行うと、眩暈を訴えている。血圧131/90mmHg、脈拍68回/分。促しに対し、動けないような発言をするが、見学を促すとスタッフと一緒に移動している。歩行運動やラジオ体操は参加していないが、筋肉トレーニングは取り組んでいる。午後の作業療法や座学のプログラムには不調の訴えなく参加しており、眩暈は少しあるが良くなってきたと話している。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も様子を観察していく。
ナイトケア

・八木橋牧雄様～3/23（金）疲労感の訴えなく来所しており、バイタルサインは体温：36.6℃、血圧：147/92mmHg、脈拍：75回/分。20時再検、血圧：143/96㎜Hg 、脈拍86回/分、腰痛や体調不良の訴えはなく、来所後は他者の言動にイライラすることなく、食事の準備を行っている。いつものように間食をし、夕食も時間を要しているが全量摂取している。食後はテレビを見ながら、スマホにて麻雀ゲームを行いながら落ち着いて過ごしている。

＜事例検討＞
カンファレンスシート（我満　奈津紀様）

実施日：H30年3月26日（月）13：50～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：小嶋

検討内容　目標、計画の見直し

	氏名
	我満　奈津紀様
	性別
	女
	年齢
	45
	生年月日
	H47.7.20

	主病名
	統合失調症
	合併症
	乳癌術後

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣の習得、対人関係の改善、作業能力・持続性の向上、病識を身に付ける



	本人希望
	体調を安定させ、デイケアを休まず利用。

娘様の自立。

	家族希望
	特になし

	入院歴
	計4回（最終：H16年10月1日～H16年10月31日）

	現病歴
	H5年頃より、自傷行為･独語･亜昏迷状態･幻聴･被害的言動が出現し、当院1回目の入院（H8.5.31～H8.6.23）。H11年の出産を機に、育児不安・イライラ感出現し、虐待自制出来ず当院2回目の入院（H12.4.12～H12.5.21）。退院後は、生活支援センター等利用するが、徐々に怠薬傾向になり、幻聴・滅裂言動・思考伝播・昏迷出現し、当院3回目の入院（H15.7.18～H15.8.22）。その後、訪問看護・デイケア等も利用し、母子生活を継続していたが、H16年9月初旬より断薬。不眠・昼夜逆転・易疲労感増強し、H16.10.1当院4回目の入院（～H16.10.31）。退院後は自宅療養となり、当院への定期的な外来通院(1回/2週)、精神科デイケアへの通所(3回/週)、居宅介護（家事支援）（1回/週）の利用、地域活動支援センター「青明舎」の利用を継続している。

	通所歴
	3回目

· 前回：H16年10月1日～H16年10月31日

· 今回：H26年4月16日～現在　　（週3回/月・水・金曜日）

	その他サービス利用
	青明舎・居宅介護

	住居：アパート
	家族構成

娘様と二人暮し

	利用制度
	精神障害者手帳

2級
	障害基礎年金2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

上限額0円、生活保護受給中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	精神的に安定した生活を送る。
	①ストレスを溜め込まず、スタッフに相談し対処する。
	①悩みがある時はデイケアや青明舎に立ち寄り、気持ちをスッキリさせる。
	・悩みがある際や不調時はデイケアを休む傾向があるため、欠席が続く場合は通所するように助言する。

	
	②体調管理を行う。
	②体調の変化がある時は主治医やスタッフへ相談する。
	・強い負荷が自身にかからないように、困っていることは吐き出し、解決の糸口を一緒に探す。

	
	③就労と生活を両立できるようになる。
	③体力をつけるために、運動に積極的に参加する機会を増やす。
	・週に1回はエアロビクスに参加できるように声を掛ける。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①悩みがある時はデイケアや青明舎に立ち寄り、気持ちをスッキリさせる。
	青明舎の訪問時やデイケア利用時には最近の悩みや気になることについて言葉に出来ている。しかし、悩みがある際はデイケアを休む傾向があり、思いや気持ちを吐き出す場所自体が減ってしまう。
	引き続き、欠席が続く際にはデイケアへの来所を促し、問題は解決しないまでも気分転換を図るように伝えていく。よって、計画は継続。

	②体調の変化がある時は主治医やスタッフへ相談する。
	体調に変化があれば主治医にすぐ相談している。また、担当以外にも自分の思っていることや解決したいことは相談できており問題ない。
	現在、交際相手との結婚の話や娘様の自立について悩んでいることが多い為、本計画も継続して実施する。

	③就労と生活を両立できるようになる。
	デイケアを利用する際にエアロビに参加することもあるが、現在は気分の落ち込みが強く、運動もあまり出来ていない状態。
	無理しない程度に運動を促し、気分転換を図っていくことが必要であると思われるため、本計画も継続する。


⇒娘様の就労関係や交際相手との関係に進展が有った際は治療計画や目標を変えていく。
